
 

 

 

 

 

 

 

                               

（※2022年度入学者から新カリキュラムとなります） 

 

Q．編入を考えたのは、いつからでしたか？また、その理由を教えてください。 

2 年生の 6月下旬からです。公務員試験か編入かで迷っていたところに、両方の試験

の時期も重なり悩みました。しかし、先生方や家族と話し合い、高校の時から行きた

いと考えていた大学で、一種免許を取得するために編入試験を受けることにしました。                                     

 

 

Q．編入までのプロセスを具体的に教えてください。ガイダンスはいつ、どのような内容です

か。             

①短期大学のキャリア支援センターに編入学の推薦があるか問い合わせをする。                   

②資料を取り寄せ、ホームページをチェックする。                  

③夢ナビに参加する。                               

④面接練習をする。                              

⑤Zoom オリエンテーションに参加し、個人相談をする。小論文の過去問を取り寄せる。 

⑥書類提出後、小論文対策、面接練習をする。                  

 

 

Q．実際の学習指導は、いつから、誰にどのような形で指導されましたか。             

小論文添削は、過去問が届いた日から始め、専攻の先生方に何度も添削していただき

ました。面接練習も様々な面接官を想定し、専攻の先生方に繰り返し練習をお願いし

ました。                                   

  

 

Q．編入対策で努力したことは何ですか。具体的にどのような勉強をいつからしましたか。 

面接練習です。私は緊張すると早口になり、言葉が詰まってしまう傾向があったため、

先生方に繰り返し練習をお願いしました。次第に自信がつき、本番は自分らしく笑顔

で面接を行うことができました。                                             

   

 

Q．聖母の学びで力になったことはどんなことですか。 

  5 回行った実習です。面接でも、実習でのエピソードや実践内容などを詳しく答える

ことができたと思います。                           
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Q．先生のアドバイスで役に立ったことはどんなことですか。 

「面接官は、受験者全員が緊張していることは理解しているので、自分らしくありの

ままの姿で面接を受けると良い」とアドバイスをいただいたことです。       

小論文の書き方もご指導いただきました。                     

 

 

Q．①大学（短大）受験の時の気持ち・②短大入学時（学生生活）の気持ち・③編入試験前の

気持ち・④合格した時の気持ちを教えてください。 

①保育士になるために頑張る。絶対に保育者になるために合格する。        

②時間がない。実習が大変でなぜ保育者を目指したのか。共に頑張れる仲間がいて   

心強い。                                   

③合格できるか不安。小論文の出題テーマが不安。絶対に編入したい。       

④小論文が予想していたものと全く異なり、不合格かもしれない。         

面接は楽しい雰囲気で笑顔で行うことができた。でも結果はどうなるかわからない。 

不安と緊張で発表までなかなか眠れなかった。                  

 

Q．これから聖母短大に入学する、または聖母短大から編入を目指す後輩に伝えたいことは何

ですか。 

聖母短大はとてもいい環境だと感じます。先生方は最後まで親身に相談にのってく

ださいました。そのため、自分の進路は納得できる結果になりました。先生方との

距離が近く、悩みや不安を何でも相談できる環境は、聖母短大ならではだと感じまし

た。また、編入学を決める時は、先生方や家族に相談し、自分が納得できる進路を

選んでほしいと思います。様々な大学を調べ志望校は早めに決定するといいと感じ

ました。たくさん悩んで迷うと思いますが、頑張ってください。         

私は編入の道を選んでよかったと思っています。                


